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第２の軍事革命 </ 核兵器 >第３の軍事革命 </AI 兵器 >！？

１）原子力研究者の見解
勝田忠広（明治大学教授、明治大学 POLARIS 代表、工学博士）
原子力規制委員会 / 原子炉安全専門審査会委員 / 核燃料安全専門審査会委員 /
発電用軽水型原子炉の新規制基準に関する検討チームメンバー /
核燃料施設等の新規制基準に関する検討チームメンバー

明治大学 POLARIS 2019 年度科学技術調査研究
「人工知能の軍事技術への導入に関する調査：市民社会と科学技術政策からの分析」web 公開版報告書３９ページより

https://www.polaris-meiji.org/2019report-20200826

https://www.polaris-meiji.org/2019report-20200826
https://www.polaris-meiji.org/2019report-20200826


２）核兵器と先端技術兵器（AI 実装兵器）の特異点
※それぞれ一から個人で製造すると想定した場合

▼準備
　核：関連する物質の入手、所持には国への申請、基準をクリアする必要がある
　　　　→扱う量も細かく規制→これらを秘密裏に行う事自体が犯罪となる
　　　　→大中規模な施設もしくは個人宅でも可能だが↑多岐に渡るリスク大
　
　AI：基礎になる材料（PC、部材）は小売店、通販等で入手可能 + オープンソース（GitHub，GitLab 等）
　　　　→代理購入、偽名で後払い、着払い…身分確認等の制約なし→導入コスト数千円~数十万円
　（例：POLARIS 所有デスクトップ型約 25 万円、ノート型約 15 万円、小型 AI コンピューター約 1 万 ~7 千円、カメラ数千円）

▼資質
　核：高度、機微な専門知識→技術の習得、実験等の経験→期間とコスト（博士号取得は最低限必要？）

　AI：コンピューターの知識→年齢立場問わず習得可能（民間プログラミング塾 / 月 2000 円 ~、HowTo 本 / 数千円）
　　　　→資格、学位、年齢制限等の制約は無し→発想力、手先の起用さ等→個人の能力 +α
　
　※いずれも兵器への実装には更に専門知識が必要

▼意識
　核：探求→発見→葛藤→苦悩 + 周囲の目→広く公共もしくは世界規模の利益、懸念
　AI：興味→わくわく→達成感 + 個人の技量で進められる→個人または身近な社会の利益、世界規模の懸念？

▼まとめ
　核：葛藤、苦悩？→核科学者特有の意識、もしくは映画や経験談等によるイメージ？
　AI：年齢、立場を超えた技術者→葛藤は皆無？→そもそも趣味の場合に→葛藤するくらいなら…やめる？
　　　→技術の民主化→世代、立場を超えた新たな技術者が潜在的に誕生し続けている→新人類？ニュータイプ？
　　　



３）先端技術兵器と軍民両用技術（デュアルユース）の現状

▼軍民両用技術（デュアルユース）の過去と現在
過去→先端技術の基礎（コンピューター、ＧＰＳ、インターネット等）：軍事→民生
現在→進行形の先端技術（半導体、スマートフォン、小型コンピューター等）：民生→軍事
→先端技術兵器に関わる軍事技術、兵器＝最先端、最新ではない

▼慣れ親しんだ民生技術の軍事転用（兵器への実装）
・民生利用時の数年に渡るフィードバック（アップデート、評価）後に採用（インフラ関係と同様に安定重視）
・民生品と比べ２~４世代古い型式（コンピューター搭載 CPU、GPU 等の部材）を採用

→例）ゲーム機（ソニー PS3、2008 年 10 月リリース）2009 年に米空軍が 2200 台購入→画像

▼市民生活が向上させる先端技術兵器
・ゲーム内プレーヤーの動きを学習した半自律型戦闘車両（イスラエル軍次世代戦闘車両、開発中）
・プログラミング教育、組み込み製品向け小型コンピュターの転用（小型ＵＡＶ、照準器等）
・この流れは更に加速中（例：AR ゴーグル、小型自律飛行ドローン、カメラ式センサー等々）

クラスタ化された 336 台の PS３
　　　　（2009 年、米空軍 NY 州研究施設）

イスラエル軍次世代戦闘車両の開発中の画像

⇨
⇨

2021-2017

【動画リンク】
明治大学POLARIS：2019年度研究課題「人工知能の軍事技術への導
入に関する調査～」で実施した「模擬実証実験：AI照準器」

https://youtu.be/lwNqH9c_G18
https://youtu.be/lwNqH9c_G18


▼まとめ
・先端技術の軍事転用は民間利用時の功績→民生技術の開発は軍事技術へ直結→

・理不尽な規制や禁止は社会生活にも影響が出る

→現在でも「暗号資産マイニング vs ゲーマー GPU 争奪戦」「半導体不足？」新たな混乱

・実は現在でも潜在的に細分化された形で規制されている

　（例：一定以上の処理能力の CPU は購入時に国籍、用途、所属先の申請、国外への持ち出し制限）

　（例：リチウムイオン電池の輸送に関する制限）（例：航空法、電波法、技適マーク制度 etc）

・禁止、規制を求めるには技術を理解し問題の本質を多角的に捉えた内容で←偏りのない専門性が必要

→現在：工学、情報、国際法、国際政治←ここに民間技術者（ハッカー）を加えたリアルクロスプラットフォーム

注目ポイント→ゲームで出来て市民社会が出来ない？そんな筈はない

→らしいトレンドワードを考えて失笑されてる場合ではない！（例：〇X、デジ〇、society〇.0）←www

・触った事もない技術の規制を叫んでも…リアリティに欠けている為、規制の抜け道が即開通する

→有識者、専門家の資質→IT スキル、経験、情報収集能力、柔軟性 etc 即効性→「ならず者」or「ならず者予備軍」を抱え込む覚悟

例→米国ウォルターオブライエン、台湾オードリー・タン、市民ハッカー団体 Gov０、日本では小池誠、からあげ先生、日本ハッカー協会

・軍民両用を示す表記→リサイクル、JIS マークのような→使用者に周知、自覚、責任を促す→ダブルスタンダード解消？



４）「技術者の責任」
・使う者、関わる者としての責任→技術、機器について根拠ある正確な情報発信、共有「論より証拠」→可能な限り実演

→AI ブームの弊害（オズボーン論文、シンギュラリティ、AI に仕事奪われる＆負ける、二足ロボット、LAWS ある？ない？…等々）
・専門家の見極め方→肩書き＝技術力、経験値ではない

→提示した内容を実演可能か？経験は十分か？発展途上の事を言い切ってないか？ etc
→著書、論文、報告書における解説や図画含む情報の引用数＝例えばテキストマイニングと AI 分析でスコアリング可能

例：「機械・深層学習を用いた科学的根拠に基づくエネルギー・原子力政策の手法の確立」
　（勝田忠広教授＆明治大学 POLARIS 協力：HPC システムズ株式会社）

・知らない事は恥ずかしくない→謙虚な姿勢で立場を無効化して教えを乞う
実際→好き嫌い？立場に固執？闇雲に科学的や中立をアピール？最終的には第三者機関で検証 or 広く議論を？←決まり文句？
→過去の事例から有効性ナシ（winny 騒動、ドローン規制、福島第一原発事故、デジタル庁）→新たな方法と新たな人材

〆に
・防衛産業、デジタル産業の動向を注視→それらのバランスを狙点に
・技術的な検証とコスト、流通、法規制等→多角的な検証、分析を…出来れば実証を！
・「リアルクロスプラットフォーム」の創設
・これが出来ればついでにデジタル先進国を目指せる土壌が整う？

東に知らない者が居れば担いで行って実物を見せてやり

西におとぎ話が蔓延すれば実演で打ち消し

南に達人が居れば謙虚に教えを乞う

北に疑惑があれば検証して事実を掴む

※リンク

【実演】
現行の軍事用PCと同スペックの民生用PCを利用したリアルタイムAI物体検出（Youtubeリンク→）

https://www.polaris-meiji.org/nra-japan20201204
https://www.polaris-meiji.org/proj-evidenced-based-energy-policy
https://youtu.be/i0f5-Be54f4
https://youtu.be/i0f5-Be54f4



